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19.化 学 装 置

CHEMICAL PLANTS

柑.1化 学 装 置

昭和36年度は第二期石油化学をはじめとし石油精組合成繊維,

合成樹脂,ガス化学および一般化学用の化学プラントを多数完成し

た｡

年々増加する化学プラントの諾要をまかなうためiこプラント部の

強化を図り,エンジニアリングならびに胡.地建設の陣容を充実し所

期の目的を達成することができた｡

一方プラントの容量の大形化に伴い,jt_ト機器の 量ならびに寸

法が大となり生産設備の面でほ大形焼鈍炉,フランジングマシン,

ベンディソグローラをはじめとし各種の新鋭工作設備が完成した｡

新製品として本邦のみならず世界で最初の内燃機関によるアンモ

ニア,メタノールなどの合成ガス製造装置を,またわが国で初めて

の放射線重合装樫を完成した｡

特記すべきは耐食材料としてハステロイおよぴチタンを使用した

記録品を多数製作し,また高温用として25Cr,18Cr,13Crなど

の材料を使用した機器および低温用として3.5Ni鋼,アルミキルド

鋼などの材料を使用した機器を多量に製作した｡また化学プラント

に必要かくべからざる定量給液装置を完成し,高圧軸封装置は常用

圧力300kg/cm2の製品を目標に研究を進め,

に至った｡

品化の確信をうる

一方各種の加熱炉,分解炉も新たに開発され,アンモニア,尿

合成用の熔接による合成筒,球形容器類も順調な実績を示し,こと

に高圧合成胴類の自緊金属パッキングは,その成果に誇りうるもの

があると考える｡これらの技術は容易にプラントの高圧高湿配管の

設計製作に利用しうるものであり,この分野の技術確立に役だっ｡

19･1･1日立‖八S式合成ガス製造装置

この装置は炭化水素(主としてメタソ)を酸素を用いて部分酸化

法により合成ガス(主として一酸化炭素と水 より成る)を製造す

るプロセスを,内燃機関(HMS機関)により行わせ,発生する反応

熱を動力として回収する画期的なものである｡この考えは以前より

ドイツ,アメリカなどでも研究されてはいるが,いまだ実用化の域

に達していない｡日立HMS方式は日本ガス化学工業株式会社との

協同で研究開発,実用化に成功したもので,文字どおり世界でも最

初のきわめてユニークな存在である｡そのおもな特長は次のとおり

である｡

(1)合成ガスの価格が安くなる｡

発生熱が動力として取出せるため,運転 が大幅に節減でき,

合成ガスの価格がほかの方法に比べて安くなる｡

(2)原料ガスの種類が豊富である｡

原料ガスはメタソを主体としているが,エタン,プロパン,ブ

タンなどおよぴこれらの混合ガス,またN2,CO2などの不活性

ガスやCO,H2などが多量に混入している場合でも容易に運転で

きる｡

(3)据付面積が小さい｡

機関はきわめてコンパクトにできているから,従来の炉を用い

る場合に比べてはるかに小さい面積しか要しない｡

(4)装 の始動停止が容易｡

HMS機関では始動は通常の内燃機関と同様きわめて容易で,

ただちに定常状態に する｡停止の場合も同様であり,そのため

の熱量損失や原料損失はほとんどない｡

第1図 試験装置川HMS機関(出力240馬力)

第1表 ガス罷,ガス組成の一例
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(5)運転保守が容易｡

特に化学装置用とLて設計された機関であるから,年中無休の

運転にも十分耐えられる｡定常運転中は計器の監視のみで特に人

手を要しない｡

これらの長所を十分発揮させるには回収動力の有効利用が必須で

ある｡これに対しても酸素発生装置の動力に使用するなど種々の方

式が確立している｡

19.】.2 石油精製プラント

近ごろ石油製品の需要の増加は,国内外を問わずきわめて目ざま

しく,東南アジア方面における市場の開拓を目的とし,シンガポー

ルに15,000バーレルの製油所の建設が計画されるや,日立

このプラントのエソジニヤリングのみならず,

作,および現地据付配管を一貫して担当した｡

作所は,

計設画計の備設全

本プラントほ,常圧蒸留,ガソリン洗浄,ケロシン洗浄の部門が

主要部を占軋径3,140×高さ約31,000のメーソタワーをはじめ,

各種塔槽,熱交などから構成されている｡

これらの主要機器は,輸出機器として慎重に製作され,すでに現

'地据付,配管工事をおわり好調に運転中である｡
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第2図15,000バーレルトッピング装置]三燕溜堵

け.1.3 連続重合反応装置

重合反応には従

置 179

第3国 連 続 重 合 反J心 缶

主として国分式が採用されてきたが最近では製

造単位の増大,品質の均一化,操作の簡易化などの要求が強まり,

合の連続化が盛んに 施されるようになった｡

最近完成した連続重合装置には下記のものがある｡

(1)合成繊維連続重合装置

従来回分式で行っていたが,今回より連続式を採用したもので,

大幅に装置が緬少された｡滞留時間の長い反応であるので,棟内液

の流動および加熱の均一化のために特に装置の構造には苦心が払わ

れた｡

(2)合成樹脂連続 装置

溶剤中で重合物の生成する異相系の反応で,反応時間が短いので

完全混合形の反応槽を使用している｡反応温度

払われた｡

19.1.4 放射線重合装置

節には特に注意が

高分子の重合反応に放射線を利用する研究はかなり行われている

が,種々の技術的困難があるため工業化に成功Lた例は少ない｡最

近日立製作所の完成した放射線を用いた 合装置はプラントの基本

的エソジニヤリングをはじめ,主機,補機,計器の設計製作,放射

線源の選定 作,現地の建設工事など,文字どおり日立の総合技術

を発揮したものである｡-1900Cに達する極低温における枚器,放射

線の透過,防護の問題など多くの難m題にぶつかったが,これらを

完全に克服し,この画期的なプラソトを完成することができた｡

19.1.5 合成繊維原料製造装置

近来合成繊維の需要の伸びは目ざましく,各社とも設備増強を競

っているが,日立 作所は特にこれらの製造装置には深い経験を有

し,その実績は高く評価されている.｡最近納入した■F記プラント

は,エソジニヤリング

工

務はもとより各棟器の設計製作,据付配管

までいっさいを担当して完成したもので,目立の総合技術が盛

り込まれている｡

(1)カプロラクタム製造装置

従来はフェノールを原料としていたが,このプラントでほはる

かに安価なべソゾールを原料とし,連続空気酸化により酸化アノ

ンを得てカプロラクタムを製造するもので,酸化装置,精製装置,

カプロラクタム装置より成り,モノマーの価格が大幅に低減され,

またプロセスも単純化された｡この中心となる酸化反応装 は数

10気圧で運転されるが,異相系の反応であるため内部構造はきわ

めて特殊なもので,温度制御も厳格に要求された｡現在収 すこ

ぶる良好で予期どおりの運転を行っている｡本プラントには,そ

第4図 酸化アノンおよびカプロラクタム装置

第5図 製 塩 装 置

のほか特殊ポイラ,フレーキングマシンなど日立技術をおり込ん

だ特殊な機器が使用されている｡

(2)ポリエステル製造装置

本装置ほテレフタル酸からポリエステル重合までの装置で,第

5期口の増設である｡この 係は最初より一貫して日立の手で建

設されている｡反応権ほ高温かつ減圧下で運転されるかくはん槽

で,軸封部には日立独特のメカニカルシールが採用されており,

0.3mmHg以下の高真空下で十分その機能を果している｡

19.1.d 製塩用大形蒸発権

イオン交換膜を使用して海水から濃厚鍼水を取り,濃厚鹸水を

加熱蒸発Lて塩を製造する新しい製塩方式の企業化が,わが国に

おいて試みられ,この装置1式の建設を完遂した｡その装置中の最

重要部の一つである蒸発権は,高さ20数メートルにも達する大形の

もので,耐食性を考慮して13Cr系のステンレスクラッド鋼ででき

ている｡

このクラッド鋼を熔接するにあたり,.鍼水腐食を考慮した熔接法

やヘヤクラック防止のための熱処理法が事前に予備実験で確かめら

れたが,そのほか,本容一器の巨大な循環配管には熱膨脹対 や内面バ
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フ研摩仕上などの諸問題あり,加えて大形であるだけに現地据付,配

管熔接などについても格別の設計および二Ⅰ二作技術が必要とされたっ

け.1.7 石油化学用銅製機器

石油化学用機器として,大形蒸留塔10基を中心とする銅製概器1

式を完成した｡この装繹は鞘和32年本邦最初の石油化学 置とし

て建設,注目を浴びた∪IPA-アセトン装置の第2期増設用のもの

で,第1期に引き続き,特命受注納入したものである.｡この装置は胴

径約1,400mmx高さ約17,000mm,トレー段数50余段iこも及ぶ蒸

留塔10基を主幹とする反応装~置,精製装椚の主要部分であり,各種

の新熔接技術,精帝プレス技術など,日立の最新の技術の粋を結集

して完成された｡

19.1.8 高温特殊反応器

この反応器は,庁ノブほ0.2kg/cm2程度であるが温度ほ8000C近

くで使用され,胴径31TU全長7mi･こ適する立て形の多管式熱交換器

の形式をもった機器であり,管内側には特殊の触媒充てん袈躍を内

蔵しているっ

設計上,高温強度や耐食およびプロセスの関係で,材質の選定が

吟味され,18Cr鋼,2兢Crあるいは5Cr系統のクロムモリブデ

ン鋼など数種の耐熱鋼が,胴体,厚仮の管板部,伝熱管,内部装『壬

などに適切に選定された〔ノ

これらの高,中,低,クロム耐熱鋼類を互に組み合わせ熔接する

ことは高度の熔接技術を必要とすることは論をまたないが,､加う

るにこのように大形かつ複

予熱,焼鈍などの熱処理作

な構造をもつ機器を,十数い｣=こわたる

を繰り返しながら実施された熔彪凝術

ほ,この反応器を主体とする一群の高温機器烏よびこれが現地にお

ける複雑な高温配管の組立熔接技術とともに,高く評価されるべき

であろう｡
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19.1,9 定量給液装置

化学プラントにおいては吐出肛が高く,定量性が良好で,漏えい

のないポンプが要求されていたが,この要求を満足させるポンプが

なかった_J今回,この要求を十分に満足させる定量給液装置を完成

Lた｡

本定量給液装置はメタルダイアプラムポンプ形式であって,優秀

な精密加工技術と相まち,従来のダイアフラムポンプとプランジャ

ホンプの長所を兼ね備えた優秀な特性を発揮した｡定量性は一定吐

出圧に対し±0.6%以内で漏えいは絶無である｡また流量を連続に

調節することができ,高温,高圧に耐えて耐久性が大で,寿命が長

く,信頼して使用できる｡仕様は舞3表のとおりである｡

19.1.10 高圧軸封装置

高圧軸封装躍はかくはん付きオートクレーブ,重合権,反応徳用と

して多数製作されたが,使用圧力はさらに一段と向上した｡35年ま

での高圧軸封装置の 績では圧力100kgノセm2前後のものを多数製

作してきたが,36年は最高使用圧力210kg′･′cm2,かくはん軸回転数

188rpm,使用温度1600Cの軸封装置付きオートクレーブを完成し

た′.また 験用高圧軸封装置としては使用圧力300kgノ/cm2の軸封

装繹を完成しその実用性を十分確認することができた｡これらはい

ずれも,化学装置用としては 界最 高圧の軸封装置である｡高圧軸

封装齢のシールには独特のメカニカルシールを使用しており,しゅ

う動面の形状,材質,潤滑などの問題を逐次解明した結果しゆう動面

､

∴､.
､-

∴､

(昭加)
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㌧
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ヾ

第8図 高JE軸封装置の製rF圧力の推移
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第9一翼lチタソライニソグオー l､クレープ

を油圧とバランスさせないアンバランス方式でも圧力300kg′/m2

まで使用可能となり,さらに軸封装繹の構造をセミバランスi･しおよ

び多段減圧方式匿してLゆう動面の寿命をさらに向上させる成果を

あけた｡

19.1.11特殊耐食材製機器

近年化′‥ブ:【Lの進歩に伴い,耐食性合金鋼のほか,チタン,ハス

テ｡イなどの特殊耐食性金属の使用が激増してきた｡ノロ立製作所は

これら特殊材の工作技術のふならず,これら金属のライニソグ技術

についてもわが国にその例をみない新技術を確立,幾多の人形焼器

および配管を完成,好評のうちに納入した-｣

(1)チタンライニソグ機器

かしい技術とされ,

ン聾隻ネジにより,炭

ソをライニソグすることほ,従 非常にむず

用的にはライニソグ材の内側より多数のチタ

鋼本体に固定,ネジの頭を 接する方法があ

るのみであった｡この方法は接液部に多数の熔接部ができるため･

腐食などの事故のおそれなしとしない｡ロー立製作所はこの欠点をな

くする新い､ライニソグ技術を完成した0すなわちライニソグする

チタンに孔をあけることなく,外側より特殊スタッドボルトを使用

したしつこの方法は内部には板継手以外の熔接部がなく,画期的なも

のである(特許汁働Ⅰコ)√〕この方法の完成により圧力45kgノ/cm2,温

度約2700C,径1,700mm¢×高さ9,500mmのかくはん横付オpト

クレープが宗成さJ′tた｡これはわが｢郎こおける記録■■-■'■であるく〕

(2)チタン製蒸留堺

口立製作所はまたわが同最大のチタン製蒸留構を舟成約入したっ

この蒸留塔は径1,900mm¢×高さ33,000mmの屋外自立塔で塔本

体は特殊耐食鋼とし,トレー,トレーサポートなど内部構造はすべ

て純チタン製である｡二,

(3)ノ･ステロイ棟器

ハステロイライニソグは従来ハステロイの小Ji･を炭素鋼に檀接熔

接することによって製作されていた｡口立製作所ほ新しいライニノ

ダ施工法(チタンライニソグと同方法)により,輸入材を使用･大

形ハステロイ機器を製作納入した｡このライニソグ法により,ハス

テ｡イは炭素鋼による希釈をうけることなく,ライニソグの耐食性

能を向J二させることに成功しノた｢∫

19.1.12 化学装置用炉および燃焼装置

什立製≠所では石削ヒ学プラソトのうち開発の一重点を, ｢司 温熱

分解装掛こ置き,その燃焼装苗一式を含む加熱炉,分解炉の設計,

取まとめに力を注いだ｡次に 続の二,三を示す｡

(1)カーボンブラック製造装置用炉

ヵーボンブラック製造装置のリアクタエリヤおよびドライヤ加熱

炉に特に重点を置し､て取まとめた｡この外観を弟10図に示す｡本

分解炉は空気を制限して供給し,たえず供給される液状炭化水素を

分解してカーボンブラックを生成するもので,本炉は原料油,反応

時間,温度の関係を変えることにより,各種熱分解炉として広く利

用できるものである｡

(2)加肛式匿接加熱炉

直接加熱炉として,従 その例をみない加圧式直接加熱炉を開発

して,スチレンモノマープラントむこ応用,十分性能を発揮した｡そ

の構造概要を弟11図に示す｡本加熱炉の特色は･副生ガスと重油の

混焼を可能とする目立式

一次空気と再循環ガスの
環

焼バーナの採用と,加熱炉外壁に設けた

により,放散熱を空気およびガス

の予熱に利用することによって,熱効率の向上,加熱炉内ガス漏え

いの完全防止,炉本体の軽量化に成功したことである｡

(3)そ の 他

石油精製用原油加熱炉,各種分解

第10図 ド ラ イ ヤ 加 熱 炉

備用原料予熱炉(天然ガス,

/
一
∴

｣才....>｢11d

ト∵司当り..1･∴｢･庭
…
H
.
遇
鞄
瓜 ′喝

-一t■

第11図 口証加圧式直接ガス加熱炉
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第4表 高圧容器の製作実績の一部と使用バッキソ

容 器 の 仕

寸 法

_Jむり)
内500×3,800

内600×2,055

400×1,700

1,525×4,574

910×16,000

2,083×8,180

内1,216×5,761

基数J還/｡m亀戸温ぐ｡)度

様

流 体

NH沼,N2,H2

NH3,N2,H2

シリコンオイル,N2

543 j油

NH3,N2,H2

水,蒸気

乳化油+空気

託設の置 取まとめを行

い･これら既納のプラントおよび機器は,いずれも好成績で稼動を

続けている｡

け･1･13 高圧容器用金属パッキング

日立製作所における高圧円筒容器の製作は,弟4表に示すように

すでに20基に及ぶが,これら化磯向高圧容器はすべてカバーのボ

ルト取付構造を有している｡

フランジおよびカバーの設計にほ,ボルトに働く荷重が大きく影

響L･初締付圧をできるかぎり小さくとりうるパッキン構造が必要

となる0高圧容器のパッキンは,金属パッキングになるが,これに

対する研究は国内,国外とも少なく設計者がみずから開拓すべき分

野であろうoASMELCODEに準拠した最近の,パッキング撰択基

準を,米JM社の資料より,第5表に示す｡

日立製作所では,高圧容器の重量減少は,カバーおよびフランジ

の設計いかんによるとし,自緊式金属パッキングの設計開発を取上

げ,オクタゴナルリング,二 円すい,デルタ式,管状0リング,

その他を開発した｡結果の二,三を紹介する｡

デルタパッキンについては,すでに数基の使用実
- がある｡デル

タパッキンの効果は,弟】2図に示すように内圧によるパッキングの

変形を･シール効果に利用,初締付圧の減少を計るもので,半径方向

自累式の代表的なものと考えられる｡二重円すい,内圧式管状パッ

キンにおいても,自緊作用を利用して初締付圧の減少を計ることは

軸方向自軍 式βリングパッキング試顆冶崇

迂)パッキング末順 〟∫-Jク♂Jユニオン溶後棒r∠路-〟〟〕
喜イ本木オ層 J∫-イ/

内藤部ネオ翳...〟r→ノ∫励(∠J-み-/∠〟■-Z∫励)

ツ キ ソ の 仕 様

形デルタパッキン

デルタパッキン

デルタ′ミッキソ

オークタゴナルリ

式

ソグバッキソ

デルタ′ミッキソ,金属0′ミッキソ

内圧式管状バッキソ

オクタゴナルリソグパッキン

SlOC

SlOC

SlOC

5Cr-0.5Mo

SUS-27

A-299-304銀メッキ

SlOC

第5表 パッキング撰択基準

PRESSURE-TEMPERATUREVALUEFORGASKETMATERIALS

MATERIAL MAX,PixT

RUBBER

VEGETABLE FIBER

RUBBERIZED DOTH

COMPRESSED ASBESTAS

METAL TYPES

15,000

40,000

125,000

250,000

>25(),000

NOTE:Pi:OperatingPressure.Psi

内圧作用臓

へ
卜
ヾ
巨
､
｣

で℃

U=パッキン溝の砿り
古ろ∵ボルトの伸

輔Tルソキンの拡り

△β二八ッキンひすみの回復

MAX.TEMP,OF

300

250

400

g5り

DEPENDS ON METAL

T= Operating Temp.OF

△パッキンの拡りとボルト伸

(J甜内径J〝触ウ朋)

△J

+〟Lケ〟

/ゐ
β∂云 〟

β ノ必一 三切7.瑠ク.勿

冨蒜 内圧一助り

第12図 △パッキングの構造と作用

｣ンクパ･_ソキン自荷彼のかすみ状態

第13図 軸方向白緊式0リソグバッキソ試験結果
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同様である｡

内圧式管状パッキンは,原子炉圧力容器用として,近時開発され

たものであるが,日立製作所では,大形試験容器毯作成し,設計お

よび取扱の実際資料を採取した｡

高圧合成胴類の下部端には,ブリッジマン式で代表される軸方向

自緊式パッキン構造が広く採用される｡
l

これのパ

ッキソグに対しても,簡単な,ソリッドリングの設計を開発した｡
模型試験による結果を弟】3図に示す｡

上記の各種パッキングの有効な使用には,フランジ構造ボルト構

造などの十分な考慮が伴うべきことはもちろんで,高圧高温火力機

器における実例実績が十分利用できた｡高圧合成筒類のみでなく,

化学工 設備中に大きい比重を占める高圧高温配管,各種弁叛のフ

ランジ継手にも,これらの利用を計っている｡

け.l.14 化学装置計装盤

(1)シンガポール精油所用計装盤

題記シンガポール精油所用言-l 盤はプラント全部とともに口立で

一括受注したもので,この種プラント相計装盤としては初めての輸

出品であるため,使用計器の信頼性,保守の容易さなど現地の条件

に適した設計を行い,好成績裡に納入した｡おもな特長は次のとお

りである｡

(1)全グラフィック盤とし,シンボルの坤純化,フローの簡略

化などによって従来のものに比し,保守,運転状態の把捉が容易

になった｡

(2)新しく開発された小形空気も作動式調節計(PKB62-P)を使用

し, 度の向上と保守面の改善を行い,制御動作にいっそうの伝

痕性をもたせた｡

弟14図は本計装盤の外観を示す｡

(2)合成繊維プラント 計用

本盤は化学プラント計装中に大幅 に` 機制御を取入れたもので,

チップレベルの検出に光電管を使用し,複雑な工 の制御を電気的

な連動で処理している｡弟】5図はその一例で,今後この種の電気

的制御と連動する計装装置の要求が増大するものと思われる｡

(3)アセテートプラント用計装盤

これは従来バッチ方式で行なっていた溶解工

を生かしつつ全自動の連続工

の向上を計ったものである｡

とし,作

を,バッチの特性

能率の向上と,溶解精度

化学プラント用計装としては,上記のほかに石油化学プラント,

特殊食品工業用など数多くの計装装置を

(4)計算制御装置

作納入した｡

化学プラントの計算制御,ないL計算機制御はようやくわが国で

も実施の気運にあり,日立製作所では共石油化学会祉と協同研究を

行なっていたが,このほど計算制御装置を納入した｡また京都大学

数理工学研究室へ追利計 制御装置を納入した｡これはあらかじめ

求められた最適値を論理回路によって選択し,外乱の変化に追随し

て最適運転を行なうものである｡

19.2 TO･プラント

昭和36年度を顧みると,特に製鋼用に計画されるTO一プラント

の大容量化がめだっている｡TO-プラントの容量は,年とともに大

容量化し,数年前には予想もしなかったような大形プラントが要求

されるようになった｡

36年6月完成した富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納の10,000Nm3/

h TO-プラソトは,その癖著なものであり,国内はもちろん,世

界でも最高級の大容量プラントである｡このほか36年8月完成し

た八幡製鉄株式会社西前田酸素工場納の6,000Nm3/h TO-プラソ

トをはじめ,6,000Nm3/b TO-プラントを数台受注しており,従

第14図 計 装 盤

第15図 計 装 盤

来の最大容量4,500Nm3/h TO-プラントから一躍倍以上の大形プ

ラントの製作実績をもつにいたった｡

性能上は原料空気圧縮機のDH形ターボ圧縮機の効

よび軸流圧縮機の採柑により,

時代が現

の向上,お

力原単位が0.4kWH/02Nm3台の

に出親したことは大きな成果である｡

大容量プラントの製作にたいL,500Nm3/h以下の酸 発生装置

に採用する中比式のTO-M一プラソトを開発完成したことも36年

度の成果である｡TO-M-プラントとしては日本合成化学工業株式

会社大垣工場納300Nm3/hTO-M-プラントおよび日立酸素株式会

社鮎川工場納250Nm3/hTO-M¶プラントがある｡

今後の方向としては,20,000Nm8/bの超大形TO一プラントの開

発と,エチレソ分離装置,およびコークス炉ガス分離装置の開発を

積極的にすすめることが大きな 題である｡

19.2.1富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納10′000Nmりh

TO-プラント

本プラントは,10,000Nm3/b99.6%の高純酸素と同時に10,000

Nm3/h99.99%の高純窒素をも採取できる大容量プラントで､国内は

もちろんのこと,高純度酸素を発生する空気分離装置として世界で

も最高級の記録品である｡TO-プラントとしては,4,500Nm3/bの

酸素発生能力をもつものをすでに数台製作納入した実績をもってい



184 昭和37年1月 立 評
三A

百拝巧 巻44第

第16国 富土製鉄株式会社室蘭製鉄所納

10,000Nm3/h TO-プラント

(全電子式計測制御装置ならびに自動運転装置)

るが,これらが従来の国内での最大容量のものであった｡4,500Nn13

/h TO-プラ↓トから一挙に10,000Nm3/bTO→プラントへと2

倍以上の飛躍を成功させるためには,各部の設計製作に慎 を期し,

必要な予備研究の集積が今回大形プラソトの成功に導いたものと考

えている｡

精溜塔は直径約4m,高さ18m,水 塔および蒸発冷却器はそれ

ぞれ直径3･2mおよび3.6mという大きさである｡蓄冷器は,普通

4基(2基1組で切替使用する)であるが本プラントは6基(3組)の

蓄冷器を設置してある｡原料空気圧縦横には5,500kWの軸流圧縮

機を採用した｡これもTO-プラントとしては初めてのことである｡

また,本プラントは,単に大容量というばかりでなく中央制御室

を設けて,遠隔操作および自動制御を適宜取入れ,原料空気圧縮機

および酸圧磯を含めた全プラントを集中制御できるようにしてある

ことも大きな特長である｡

36年6月好調のうちに 運転を終って以来順調に営業運転してい

るが,運転実績は次の表に示すとおりで,原単位は 0.496kWH/

02Nm3で0.5kWH/02Nm3以下にすることができたことは大きな

成果である｡

第6表 富士製鉄株式会社室蘭製鉄所納

10,000Nm8/hTO-プラント実績

19･2.2 日本鋼管株式会社鶴見製鉄所納3′000Nmりh

TOtプラント

日本鋼管株式会社には,すでに水江転炉工場用として4,500Nm3/′

bTO-プラントを2枚納入し,さらに4,500Nm3/bTO一プラントを

1機受注製作中であるが,本装置は,鶴見製鉄所用で,日本鋼管株式

会社納としては,3号横目に相当する｡

酸素は99･6%の高純度で,発生量は3,000Nm3′/hである｡

しては,蓄冷器の方式に日立独特の再熱方 を採用L,流路の簡易

化,運転の簡単化を行っているほか,屋外式であること,および,冷

蔵庫式の二重保冷槽を採用していることなどがあげられる｡二重保

第17同 日本鋼管株式会社鶴見製鉄所納
3,000Nm3′/h TO一プラント

第18図 日本合成化学工業株式会社大垣工場納

300Nm3ノ′′h TO-Mプラソト

冷槽は,保冷材の揖入の手間がはぶけるので,定修期間が短縮され

るなどの利点をもっているが,とくに,本プラントのような屋外式

のプラントの場合には,この点大きな利点と考えられる｡

19.2.3 日本合成化学工業株式会社大垣工場納

300Nm3小TO一仙プラント

本プラントは,酸素発生量500Nm3′/′h以下の小容量の空気分離装

置に採用するlT立の小作式空気分離装置の第1号機で昭和36年8
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月以来好調に営業運転にはいっている.､

本装置の特長を列挙すると次のとおりである｡

(1)原料空気の所要圧力は,TO-プラントが約5kg/

cm2Gであるのに対し,中圧タイプのプラントは,常

用10～13kg/cm2Gで起動時は15kg/cm2Gであるn

(2)寒冷発生には,巾圧式膨脹ターピソを使用して

いる{つ

(3)苫冷器を使用せず熱交換器はすべて伝熱管使用

のハソプソソ熱交換器を採用Lてフローシートの簡略

化を 施している｡

(4)原料空気中の脱水および炭酸ガスの除去にはゲ

ルによる吸 を採用しており,ソーダによる洗浄など

の化学処理は使用していない｡

フローシートの概略を,第19図により説明する｡

原料空気は,10･～13kg′/cm2G に圧縮され,アフタク

ーラで常温まで冷やされる｡サイタロソセパレータ〔弧,

クッションタンク④,紬除去器吋,予冷器④,フレオン

冷却器㊥,水滴分離器㊥,ゲル堵領)を通る間に原料空気

空気圧縮磯
アフタクーラ

サイクロンセパレータ

ク
油
予
フ

シオンタ､/ク

除去器

冷 器

オン冷却器
水滴分離器

は,水分,油分を除去され高温熱交番にほいる(,ここで,空気は酸

素および窒 などと熱交換Lて-80～一1000Cに冷やされ,さらに

1低温熱交(殉で-1300C前後に冷やされCO2除去器⑲にはいる｡

第2低温熱交⑭で空気は約-1500Cになり大部分が,この装置の寒

冷発生機である中圧膨脹タービン@･にほいりド塔圧(約5kg/cm2G)

まで断熱膨脹する｡タービンにはいらないごく一部の空気はさらに

液化器⑯を通って冷却され,タービンからの空気と合流して 溜塔

にほいる｡精溜搭㊥はTO一プラソトの場合と同様で,製ぷl酸素は

上堺下部の主凝縮機器の部分から,窒素はと塔煩部から取出されて,

前述の各熱交換器により常温まで温度回復して製品となる｡

19.2.4 日立酸素株式会社鮎川工場納250Nm3/h TO-Mプラント

前述の日 合成化学_▼l二業株式会社納と同様な中圧式の小形プラン

トである｡したがってフローシートほ,基本的には口本合成化学t

業株式会社納のものとかわっていない｡LかL本装置の場合は,精

童拳
喜藍■-･

第20図 日立酸素株式会社鮎川工場納

250Nm8/hTO-Mプラント

9 ゲ ル 塔
10 高温熱交
11 グラスウールフlルタ

12 第一･低温熱交
13 CO2除去器
14 第二低温熱交
15 液 化 器

16 膨脹タ【ビン

第19図 TO-M プ ラ ント 系統 図

17 液空ろ過器
18 液空過冷却器

19 精 留 塔
20 副努‖宿器

21アセチレン除去器
22 保 冷 槽

溜堵について,まったく新しい方式をこころみた｡すなわち,従来

のいわゆる複式精瑠堵(上堺,下塔,主凝縮器が一体となっている)

の上塔,~卜姉,主凝縮器を別々につくって3つにわけ,とくに主凝

縮器ほ従 の血管式熱交換タイプをハソプソソ熱交タイプにした｡

精溜堺を三つにわけたのは主として主凝縮器部の熱交換率の向上を

ねらったものである｡

その他,粗アルゴン採取用粗アルゴン塔を設押してあることも本

プラントの特長である｡

19.2.5 八幡製鉄株式会社西前田酸素工場納

も000Nm3/h TO一プラント

本プランl､は,西前田酸 工場の既納 4,500Nm3/h TO-プラン

トにつぐ西前【¶酸素~l二場の第5号プラントである｡大容量プラント

であることが特長で,6,000Nm3/h純度99.6%の酸

5,000N11ュ3′皿 99.99%の

ている｡その他のおもな

菌純度の窒

と同時に,

を採取できるように計画され

長として次の4項目があげられる｡

(1)液酸タンク(容量30t)と液酸蒸発器を傍設し液酸タンク

第21図 八幡製鉄株式会社西前田酸素工場納

6,000Nm3/h TO-プラント
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にたまった液酸を気化させて使用する設備がついている./)

(2)苔冷器空気入し】弁など大形弁で操作上必要と考･えられる升

には電動弁を採用して操作を便利にした｡

(3)屋内式であるが保守点検｣二便利であるため保冷槽には冷蔵

庫式二重保冷槽を採用した｡

(4)原 空気圧紡機はDH形ターボ圧縮機を採用した.._.風量は

33･600Nm8/hでDH形ターボとしては最大のものである｡

現地運転実績は,酸素6,150Nm3/h99.6%,窒素5,00ONm3′/h

99･99%で仕様を上まわる性能を示し,醸 収率ほ86.2.%,原単位は

0･496kWH/02Nm3という優秀な値である｡

なお,本6,000Nm3/hTO,プラントと同じ仕様のプラントをさ

らに増設する計画があり,4基をすでに受注し,製作中である､

19･2･る コークス炉ガス分離装置

最近,鉄鋼各社においてC,0･G.(CokeOvenGas)ともよばれ

るコークス炉ガスの化学工業原料としての利用があいついで計画さ

れ,すでに二三で着手されつつある｡

C･0･G･はその大半を水素およぴメタンでLめるところから,こ

れを窒素洗浄装匿と本質的に同様な方法,すなわち過冷却Lた液休

窒 で洗浄することによりアンモニヤ合成用の水素を得るのが効果

的である｡

コークス炉ガス分離装置と窒 洗浄装置の異なる点は,C.0.G.

にメタン,エチレン,エタンなどの比較的高い沸点をもつ成分が多

くふくまれるところからコークス炉ガス分離装置でほ予冷1糾こ液

化分を相当生成することであるL′このた捌こ,装置も窒素洗浄財lて

より複雑となる｡国内では,このコークス炉ガス分離装間の製作実

績はいずれももっていない｡

日立製作所では,これまでの空気分離装置,窒素 浄装置の経験

をもとにしてあたらしくコークス炉ガス分離装置を開発した.､その

第1号プラントは,原料C･0･G･を毎時500m3処理するもので,そ

の特長としているところは次である｡

(1)寒冷発生ほ空気分離装慣の膨脹タービンの発牛する寒冷を

もらうようにしたこと｡

(2)高純度のエチレン,メタンを同時に採取できるようにして

いること｡

(3)操作圧力を10kg/cm2gと低ほとLたこと..

写真は, 作中の熱交換器である｡

第22図 熱 交 換 器

煙霧体の発生源

教火分灰ボイ ラ

重 油 ボ イ ラ

製 鉄 高 炉

コ
ー ク ス 炉

酸 素 製 鋼 炉

セメ ント焼成窯
アルミ ナ電解炉

顔染料 粉砕機

硫 化 鉱 賎 焼
､-

∴
･lJ こ一二

/くルプ廃液ボイラ

カーポソブラック炉

じん芥処理炉

蒸 汽 校 閲

ガス主成分

N2,CO2,02

N2,CO2,02,SO8

N9.CO

CO,H2,CI‡4,N2

N2,CO2

N2,CO2

N皇,CO,NaF

空 気

N2,SO2,02

N20,P4,CO

N2,CO2

N2,02

N2,02,H20

Ng,CO2,CO

第44巻 第1号

第23図10,000Nm3/11TOプラント

巾央計器盤および中央制徹卓

19･2･7 TOプラント用計装制御装置

`.富士製鉄株式会社室蘭工場納10,000Nm3′′hTO-プラント計測な

らびに自動運転制御装置はプラントの管理および運転 作を容易に

し,労力の節減を図るため中央制御室に設けられた画爛的な操作盤

嗅

､
-

三
一
ヽ

な理管コ らびに遠方操作ができるり第23区】は買上製鉄株

式会社室蘭儲鉄所納10,000TOプラントの中央計器鶴二および･-い央

制御中を示している｡計測制御装抑こは日立製.~1二 計器を用いた仝

電了式方式を採用し,中央制御室にて一括覧視できるよう中央計器

盤には小形計器を配 した｡小形計器の採用によりスペースファク

タを非常によくしている｡また装置の性能を十分発 できるよう多

くの電子式調節計を配置してプロセス日動制御を行ってプラソトの

性能を高能率化した｡

原料空気庁縮機をはじめ多数の付属電動機および電動弁の

止操作ならびに酸圧機の任意単独起動停止などは,シーケンス制御

i･こよりすべて自動化しており,これらの自動運転操作は中央制御卓

に設けられた操作掛こより合理的な総合運 ができる｡運転表示は

小央計器盤にて行ないランプ式故障表示器も完備している｡各機器

の自動起動停止に関しては適正なるインタロックの配闘こより誤操

作を完全に防止し装筐全体の安定を掠した〔

このほか鉄鋼および化学工 二展発な速 い現在多数のTO

-プラントが受注され,これに伴った自動運転設備も続々完成されつ

つあろ･これらの自動運転設備はプラントの大形化に伴う補機類の

増加を一括制御し巾央制御室による

減,操作の簡略統一化を主眼としている｢,

第7表 おもな煙霧の発生源と性質および状態の概要

寄 の 状
ダスト主成分

フ ラ イ ア ッ シ ュ

一
化
成

供
鉱
夕
酸
半

じ ん

付し

じ
亜

鉱朽
汎

ん
ん
鉛

ソ ト

アルミ ナ,Na,C

製

鉱 じ

鉱 じ

ロロ

ん

ん

Na2CO3,Na2SO4

製 品

ダ スト ミ スト

ダスト,カーボン

130′}150

130一〉150

120～250

220～100

300～600

90～250

100～200

常 温

250～55()

200～35つ

60-〉120

200～300

40～600

常 温～

圧 力
(atg)

0.03-0.05

0.03～0.05

0.03～1.00

0.01～0.05

0.00～0.01

0.00～0.01

0.00～0.01

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00～0.01

0.00

0.00

含じん鑓
(g/Nm8)

2.0～60

0.3～1.2

5～25

1～10

3～30

15～5つ

1～3

3～5

■5～70

10～5〔I

lO～20

0.5～1.5

0.5～5:1

0.005～0.15

粒 子 径
-､●●､

3～100

1～5C1

1～100

1～40

0.2～50

1～100

1～30

3～50

1～100

1～100

0.5～5〔〉

0.01～･0.15

0.5一〉

0.01～1,000

り人件費の節

主 煙 害 の 性 質

遮へいl梯能

OlO

損失l腐食

0
0
0
0

0
0
0
0
0

0
0
0

0
0
0
0
0

C

n
二
U
0
0

0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0

0

0
0

0
0

0
0
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第8表 各種集じん装置で取扱われる微粒子の

人きさ範囲と通風損失,実用的集じん率

沈
椚

症｣

降
分

サイクl了こ/.bよぴ~～ルナ叶イクロン

i寝 刃i じ ん 器

ベ ン チ ュ

ーリ
ス ク ラ バ

バ
ッ プ フ ィ ル タ

■は 気 り三 じ ん 器

急の近

セメントニL

1,000～5〕

100～･10

100～10

100～2

20～0.1

100～0.1

20～0.r5

2()ん､一0.0〔5

5〆･･ノ10

20･～5〕

(韓旺)100～15)

5〕～100

60～100

5つ0･､800

100～200

10～20

19.3 電気集じん装置

40′､60

5〕～70

90～99

85～95

80～95

80へノ90

90～99

80～100

の伸長に伴う火力発電設腑の増設,製鉄二j二

,化学工
など一般産 部門の設備拡張によって,

大気中に放出される煙霧は年々増加の傾向にある｡このため大気汚

染の公害問 は環境衛生,器物汚損の面はもちろん,農産物,果1乱

魚類,植林などの煙霧害防止の面から特に関心が高まりつつあり,

じん装置は各産 部門において,弘一-占の向上 有価物の回収,お

よび煙害防止対策として

煙霧の発生源ほ主として

要な役割を果している｡

炊
,粉砕,乾燥,焙焼,混合,製錬な

どであるが,この煙霧質の性質および状態は発生源の物理的条件,

化学的反応によってきわめて広範掛こわたる 異を生じており,こ

の煙霧質の発生減とその性状の概要をホすと舞7表のようであるJ

これらの煙霧質を1莞的かつ

沈降法,ろ過法,水洗法,

ロナ放電を利川す 気電る

分､し追

折的に集じんする方法としては,

法などの機械的集じん法と,コ

じん法があり,機械 的 じん課では第8

表に示すように煙霧の取り扱いうる粒度と実用的集じん率には限界

がある｡石炭ガス化炉の 出ガス[ 一に含まれるカーポンプラック泊

浄の例をとってみると,タイゼソワッシヤでほ冶浄度を0･1g′′′Nm3

以下にすることは経済的にほとんど不可能であり,また音波集しこん

器では,煙じんの濃度稀嵐粒径微細の点で経済性がなく,水洗法

によるものでほ粒径微細,煙じんの浸水性の点で技術面から好まし

くないり

結局カーポンプラックのように､ド均粒J′一律0･03〃前後のごく微細

なものを高渠じん率で捕症するには,機械的なものでは不‖†能で,

工業的には湿式電気集じん器が最も合理的である｡

日立製作所では各種の発生源から放出される煙霧質の性質および

状態の調査,これに基く工場l刃の基礎実験,既納数百基の

i伽〕実績の集掛こよって,最もその煙霧 に合致した

じん装

じん装置を

設計納入してきた｡36年度にも下記のように,火力発電,製鉄工業,

セメント工

化学工
,硫酸工業,製紙工 ,燃料ガス工 ,非鉄金属工業,

など,闘屯朗にわたってそれぞれの煙霧質に適応した電気

じん装置を納入し好評を得た｡

19.3.1火力発電用電気集じん装置

36年度火万発電設備用としては,九州電力株式会社納新小倉火力

発電所用VZrMC止EP形集じん装置はじめ5基を納入,営

はいった｡詳細は2.7火力発電所用集じん

19.3.2 製鉄製鋼用電気集じん装置

転に

直をご参照願いたい｡

酸素製鋼平炉排煙は酸素の使用量増加に比例してその赤褐色の濃

度を増し,大きな社会問題になっている｡すでにこの解決のため昭

和34年度に川崎製鉄株式会社千 製鉄所に1号機を完成,その貴

な経験を生かして36年4月に八幡製鉄株

課に新設計の2 を納入,好

会社八幡製鉄所第一製鋼

に運転中である｡弟24図はその外観

図である｡形式はSH-EP(SO-HP23)処理ガス量50,000Nm3/h,

ガス温度500～6000C,入口含じん量20g/Nln3, じん率99.5%で

第24図 八幡製鉄株式会社八幡製鉄所第一製鋼課納

酸素製鋼平炉用電気乗じん装置

ある｡特

第25図 住友金属工業株式会社和歌山製鉄所納

高炉ガス満浄用湿式集じん装置

ほスタビライザー(調湿調温装置)を前置し高温度の排

ガスを冷却すると同時に増湿し,湿度を1500Cガス中水分25%(容

積)程度とし,乾式電気集じんに最も都合の良い条件で,高集じん

率が得られる構造を持っているム 煙突から排煙中のダスト鼻は

0.1g/Nm3以下という小品で運転時と休止時とをまちがうほどの良

好な煙色で,煙害問題を完全に解決したものである｡

高炉ガス清浄用湿式電気 じん装置は,従来からの 績ある日立

標準の冷却洗浄塔と管形電極の湿式届気集じん装置の組合せによる

もので,日本鋼管株式会社鶴見製鉄所に処理ガス量120,000Nm3/b,

集じん率99.9%1基,また弟25図に示す住友金属工業株式会社和歌

山製鉄所に140,000Nm3/h,集じん率99･9%1 を納入,順調に遅

転中である｡

なお工場製作巾のものには富士製鉄株式会社室蘭製鉄所の平炉用

電気 じん装置60,000Nm3/h6基, 崎別よお 鉄株式会社千葉製

鉄所の転炉用集じん装置処理ガス量 270,000Nma/hl基などがあ

る｡

高炉ガス 断裂置としてゴグルノミルブを高炉ガス清浄装 の付鼠
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.第26間
宮上製鉄株式会社釜イf製鉄所納

電動操作式ゴグルバルブ
形式 GV-HHE25〕0 電動機220V60～1.5kW

第9表 36年直納人ゴグルバルブー覧表

日本鋼管株式会社観見製鉄所

日本鋼管株式会社鶴見製鉄所

日本鋼管株式会社鶴見製鉄所

住友金属工業株式会社和歌山製鉄所

住友金属工業株式会社和歌山製鉄所

八幡製鉄株式会社八幡製鉄所

富士製鉄株式会社釜石製鉄所

形 式 G:ゴグルノミル7

縦 形

口 径

複
高
電

D
江
E 温

動

GD"HH25〕O

GD-VH2000

GD-VL15〕O

GD-VH2000

GD-VL1800

GD-HL 25〕O

GD-HHE-25つ0

座
度
式

H:枯

L:低

形

温 度

で納入し各所で好調な実績をあげている｡

36年度は,時代の要求たる自動運転について昨年来研究を続けた

電動操作式ゴグル/ミルブを完成,富士製鉄株式会社釜石製鉄所に

2,500¢1基を納入した｡弟2る図は工場試験中の木器外観を示す｡

36年度の納入実績は弟9表のとおり｡

19･3･3 セメント産業用電気集じん装置

各種キルンの中で最も実績の多いレポールキルン用電気集じん装

置を大阪窯業セメント株式会社高知工場に2基納入した｡形式CO-

HP23処理ガス量133,500Nm3/h,ガス温度850C,集じん率99%で

集じん極槌打方式ほ縦打とし,波形鉄板電極掛こ堆積するダストの

離脱を容易にし,放電線には実績ある角線を採用し,スパークによ

る線の振動を防止,安定した荷電状況を持続できる特長を持ってい

る｡

また,乾式セメントキルン用電気集じん装置は近来煙害問題がや

かましく取り上げられ,高集じん率を要求されるが,ダストが高抵

抗で湿分がきわめて少ないので,かなりむずかしいことで決定的な

製品は見られなかったが,今回第27図の日立セメント株式会社日立

工場に,処理ガス量170,000m3/b,ガス温度190つC,

の電気集じん装置1基を納め好評を博している｡

すなわち,特殊な放電線支

じん率99%

による振動防止と電圧調整範囲100%

の過飽和リアクトル制御方式を採川することなどにより,乾式キル

ソでも高

た｡

じん率電気 じん装置の設計が可能であることを実証し

同じく･=立セメント株式去粧沃=L‖易こねん土ドライヤ用電気

集じん装踵1基を納入した0ガス量170,000m3′･･′b,ガス温度700C,

集じん率99%で集じん電極には従 の波形と特殊平板形を組み合わ

せ･ダトスの再飛散防止と電極板の腐食の考慮を払ったものである｡

第44巻 第1号

第27図 日立セメント株式会社日立工場納

乾式セメントキルン用電気業じん装置
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第28図 硫酸工業周電気集じん装置

19･3･4 硫酸工業用電気集じん装置

硫酸製造設備の一環としてSO2ガス泊浄用として電気

が使用されるが,36年度も硫酸ダスト電気

および硫酸ミストEP4基を納入した｡

日本鉱

じん装置

置(EP)2基

株式会社佐賀関製錬所納硫酸ダスト EPは亜鉛鉱を含

む硫化鉱転炉排ガス中の じん除去用の高温用 EPで,形式SO-

HP24,処理カJス量55,600m3′/h,ガス温度4500C,人口含じん量25g/

Nm3,集じん率99%の計画である｡第28図ほその外観を示す｡

また日本製錬株式会社数賀工場納硫酸ダストEPは亜鉛鉱流動

焙焼炉排出ガス清浄用高温EPで,形式SO-HP2｡,処理ガス量

27,250m3ル,ガス温度3000C,人口含じん量20g/′Nm3,

99%であり,いずれも鉄板

じん率

屋外形建屋で,従来の高温用EPがす

ベて耐火煉瓦積建屋であったものに対し小形軽量とガスもれ防止に
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第29凶 アル ナキ/しン==~針気集じん装置

よる性能向上が計られたし,また硫酸ミストEPとしては三菱化成黒

崎工場既設EPの改修として8字i2区分を順次改修するが,36年度

は完全屋外形のミストEPとして4室分を納入した｡

19.3.5 化学工業用電気集じん装置

近来アルミニュームの需要増加に作い,′1主産1銅箔の拡充がなされ,

その一環としてボーキサイト焼成キルン用電気集じん装田1 を34

年度に引き続き納入,好調に運転中である｡

特長は高含じん量200g/Nm3以上に対して十分な性能を発揮す

るようにマルチサイクロソと電気 じん装置とを組み合わせた,M

C-EP(SO-HP23)形式を採用L,有価物回収と煙害問題を同時に解

決したことであって経手刷1勺.設計であるり外観は第29図に示す｡

訂 両

夫 測

処理ガス昆
(Nm3/ノh)

30,700

37,180

ガス温度
(OC)

340

312

入口含じん最
(gノ′′Nm3)

214

206

じん率
(%)

99.3

99.9

電気炉の利用が盛んになりカーボン電極の生産が急増している｡

今回昭和電~｢株式会社大町r~二場にカーボン電極焼成炉用電気集じ

ん装択3 を納入し順調に運転中である｡

弟30図は述 じん装躍の外観図である｡木装匿はカーボン

電極整形に使用するピッチ中のタール分が焼成時に,煙突から黄色

のミストとなって排り_‡され炸害を起すれ この捕

気P且耶トス

､
ヽ
ヽ

に管形のタール

じん装flγ仁を納入したし､形J･℃SO-VTll,処理ガス量

乳000Nm3/h,入口含じん星9g/Nm3,集じん率98%のものであ

る｡

従来 じんはスプレーワッシヤ程度で国lノづ各社ではまだ実用化さ

れていなかったもので,今後国l勺でも使用されるものと期待される｡

ガスニl二業関係として,東京ガス株式会社豊洲工場にTOG式油ガ

ス化炉用電気 じん装置3某を納入した｡これはすでにCWGカ√ス

川として同一設計のものが33年比末2基納入され,その好実掛こ基

くものである｡

本装置は管形集じん‡如こより均一な電界慮度を得,円筒形でガス

リークの完全防止ができる構造を持つものである｡形式SO-VTll,

処理ガス量24,000Nm3/■h,ガス温度450C,入口含じん量10g/Nm3,

じん率99.5%,無機化学関係では,日本化学工 株式会社小松川

工場にクローム鉱焼成キルン用電気集じん装置を1基納入した｡こ

雛30Ⅰ冥1【l什和電_~~l二株式会什人111ト1~二場納

カーボン′i一邑極焼成匁川卜一首気扶じん裳罠

第31岡 [=升製鋼株式会社大阪二L場納センジマー

コールドミル什=l立回碇泊膜式エアフィルタ

の装苗は日立製作所がr一桐†111年納人した電気集じん製作の相成掛こ

赴くもので,今回納入せる装捉の仕様は次のとおりである｡形式

SO-HP23,処理ガス景57,000Nm3/h,ガス限度3000C,入口含じん

量5g/′Nm3,集じん率98%で革且在好調に稼動中である｡)

製紙二l二用としては,トムリソソソボイラ川ぼう和l叶収電気刃三じ

ん装齢せ株式会社巴川製紙所新宮丁場に1基納入した､ノ この装陪の

仕様は次のとこねりである｡形式CO-HP23,処即ガス量87,000Nm3/

h,ガス温度170DC,入Il含じん量5g/NI車,焦じん率97%｡

19.3.る 電動機用エアフィルタ

大形電動機,ミルモータ用冷去l｣空気の甘削~r~jとして,従 から各

種のものを多数製作納入してきたが,36年度に納入した拡大容量の

ものは日新製鋼株式会社大阪二l二場納のセソジマーコールドミル用口

諷瑚酎山膜式エアフィルダであり∴清浄空ム藩端:6()0,000n-3/hat常

温である｡

第31図は工場内組立試験小の本機の一部な′Jけr

19.3.7 電気集じん装置荷電用配電盤

は叫飽和リアクトルと磁気増幅器によ

る高効率運転方式を採川しており,裳椚内におけるうに弧短絡に対し

ては可飽和リアクトルが急 に応答し,述転電圧を低減して消弧さ
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第32図 [1立セメント株式会社納

電気躾じん装琵川操r庸亡′.昆盤

第33図 CS形SL式コットL/ル)H･EE磁ハソマ

せ約言サイクルでもとの状態に回復させる｡また永続的故障に対し

ては電源回路を自動遮断して警報を発する｡

本装置は無接点方式であるので従来の方式に比べ格段とすぐれて

いる｡弟32図は日立セメント株式会社納電気

電盤である｡

19.3.8 コットレル用電磁ハンマ

じん装置の操作配

コットレル集じん装置においておもにフライアッシュの回収川と

して用いられている｡

電磁ハンマは電磁石の吸引力を利川し,その吸引力により集じん

電極板の槌打を行うものである｡

従来の機械的槌打法(モータ駆動により 量物を落下させ衝撃を

与える方法)に比較して下記のような特長をもっている｡

(1)電磁線輪への通電電流と変えることにより槌打力を変える

ことができる｡

(2)電磁線輪への通電間隔を変えることにより槌打間隔を自【il

に変えることができる｡

構造が簡単で保守点検が容易である｡

小形軽量で取付面積が少なくてすむ｡

】9.4 水処畢聖装置

19.4.1クラリファイヤ

東京都水道局東村山浄水場納クラリファイヤほ,日本最大と称さ

れる東村LL｢浄水場に設置され,一台につき小間整流壁式沈澱他の第

一沈澱帯4池8区画の沈澱汚泥を汚泥ホッパにかき寄せるもので,

その設置状況は,舞35図のとおりである(今年度2台)｡横行距離は,

116･25m,走行距離は22mで,横行,走行速度は,高速時5m/min,

低速時0.167m/minとなっている｡

評 第44巻 第1号

第34図 東京都水道局東村山浄水場沈でん池

第35図 クラリファイヤの運転室

運転方式は,半自動で運転室1月の操作盤における切替開閉器を日

動側とすれば,横行,走行の二つの操作開閉器を操作するのみで,

順次,各区画のかき寄せ作業を自

る｡すなわち,

的にかつ確実に行うことができ

行動作は最初高速にて進行し,末端行程300mnl

のみ低速となり,走行位置で停止し,横行車輪を上昇,ロッキング

Lて終る｡ 作は高速にて前進し,他端付近の所定位置で低速

となり,停止すればかき寄せ板せん端が地底上約300mmの位置ま

で~Fり,さらに低速前進し,他端より約200mmで停止する｡この

時かき

さ#せ作

せ板はさらに下って地底に すれば低速にて後進し,かき

を行い,汚泥摩ッパ上端に至り停止し,最初の位掛こもど

る｡次に横行位置まで高速と末端行程300mm間を低速で後進し,

行中輪を下降することにより軌条に せしめ,全体を規定位置ま

で上昇させた後口ッキングして終る｡

構造,機構に対しては次の点に改良が施されている｡ケーブル巻

取装置にトルクモータを使用し,高低両速時に対し円滑な動作が行

われる｡運転室内の電動機,減速機などの機械部分を床面下に設置

し, 作盤などの配置が運転に便利である｡かき寄せ板の巻上装置

の昇降用ドラムで鋼索を巻き取るとき,イコライザシープの作用で

鋼索張力に不平衡を生じない｡横行および走行装置は一個の電動機

で駆動され,低速と高速の切替は電磁クラッチによる｡続行車輪昇

降装置は,油圧式で動作が円滑でしかも小形であり,昇降時間の調

整も容易である｡



191

第10表 昭和36年度における沈砂かき揚機と自動除

じん機とのおもな納入実績

納 入 先

八 代 了†i 役 所

宇部市役所芝巾ポソプ場

大垣市役所築捨■lぐ水処一哩場

宇部市役所居能下水処理場

首郡高速道路公印汐溜ポソプ場

横浜市建設局本牧下水処理場

名了1】■屋市水道后=■†塚下水処理場

屋 市 役 J軒

岡 山 市 役 所

徳島市下水道建設事務所中央ポンプ場

堺市水道事業所三宝処理場

神〔‡市建設局魚崎ポンプ場

尼崎市建設局裏部下水処理場

機 種

自動除じん機 (内かき)

自動除じん設備(外かき)

沈砂かき揚げ設備(Ⅴバケツり

沈砂かき揚げ設備(Ⅴパケット)

自動除じん設備(外かき)

沈砂かき揚げ設備(Ⅴパケット移動式〕

日動除じん設備(外かき)

沈砂池設備 (外かき･Ⅴ/てケット)

[l動除じん拶 (外かき)

自動陳じん機設備(外がき)

沈砂かき掲げ機設僻(Ⅴバケット式)

自動陳じん機設備(外がき)

沈砂かき矧ザ牒設肺(Ⅴバケット式)

第36図 宇部■市居能下水処理場納沈砂かき揚げ機

第37図 宇部市芝中ポンプ場納除じん設備の拙付状況

19.4.2 沈砂池用設備

下水終末処理場または排水ポンプ場などでは流入下水｢1~1の砂,木

片その他異物を除去するためにポンプ宅の前に沈砂池を設ける｡

この沈砂池で除去される沈砂および舗漆の処理は従来主として人

力に頼っていたが,近年下水処理機械の発 にf･ドい沈砂かき揚げ枚,

自動除じん機などの機械設備を設けるようになったし,またその機械

設備も逐次改良され規模もしだいに大形化し完全無人

向にある｡

憤る､｢ノレし
酎

(1)沈砂かき揚げ機

沈砂池の形状は近年矩形を採用する傾向にあり,したがって沈砂

かき揚げには第3d図に示すようなⅤバケット式またほスクレーパ

式との併用が多く用いられる｡Ⅴバケット式は二列のチェンの問に

取り付けられたⅤバケツl､により沈砂をかき揚げるもので,さらに

第11表 沈でん他用汚泥掻集機のおもな納入実置

納 入

人 垣 市 役 所

名古屋市水道局

東京都 水 道 局

長 野 市 役 所

徳島ホ下水道廻設事戯所

大阪市 土 木 局

神戸群雄設局

築捨下水処理場

千年下水処理場

小台下水処理場

終末処理場

巾央ポンプ場

丁･鳥処理場

小部卜水処理場

池 別

第∴沈でん池

第一沈でん池

第二沈でん地

第 一沈でん池

第 一沈でん地

第一沈でん池

第二沈でん地

第38l又l大垣用役所築捨処理牒濯泥掻集機

ドラグチェソコンベヤなどにより砂溜まで搬出される｡

(2)【′1動除じん機

｣′l勅除じん機には内かき式と外かき式とがあるが,1打水沈砂池な

どの人形のものには外かき式のものが多く採用されている｡第37

図は宇部市芝･-いポノブ場に設慣した格子有効幅約3･3nlの自動除じ

ん設備を示す｡

19.4.3 汚泥掻集横

近年全国的に下水終末処理場の整備が急がれているが,なかでも

従来主として大都市を中心に進められて た処理場の整備計画も逐

次地`ノブ郡市において実施されるようになってきた｡

また沈でん池は処理水長の増加に伴い令酎内な大形炬形池を採∬

する傾向にあり他の全長50mに達するものさえある｡したがって

横根設備もそれに応じ種々改良されている｡弟38図は大垣市築捨

下水処理場に納入した汚泥掻 機の一部を示すもので特にスクレー

パの返り側走行部にローラを付したので走行抵抗が減少し

滑である｡

柑.4.4 スケール掻集機

製鉄所での工

転が｣Ij

用水の使用量は設備の増強に伴い,近時飛躍的に

増加し,排水の一部を浄化しこれを再使用して工 用水の不足を補

っている｡特に圧延工場から排出される水には多長の圧延スケール

第12表 スケールコレクタのスカムコレクタのおもな納入実績
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第39図 富_｣二製鉄株式会社広畑製鉄所における

スケールコレクタの∴し二場試運転の状況

第40l宍1スカムコレクタの浮遊油のかき雷せ状況

が含まれて｣封),それな除ム回収するた裾こスケール掻集機が用い

られる｡36年度も雷_l灘鉄広畑製鉄所および化友利かJ､倉製鉄所に

納人し好評を得ている..

特に従来のものと異なる∴∫､(ほ2fナの掻集機を並列に弧■りこL,かつ

圧延排水を掻渠機の小関側l址より招人L流入粛･こより偵川すべきコ

レクタに任意パこ流路を抑)替えドノ′卜しるようにしたことである′_｡また

流入口前[恥こは葉流璧せ.;貨け流人水の流速を落とすとともに沈でん

池内な水が一様に流れスケールのl捨ムヰミが計まるようにくふうされ

ている｡

また水面上に浮いた油の除去には第41図に示すようなスカムコ

レクタを便珊することがある｡

19.5 遠心清浄機

従来一液とそれより重し､固形徴種物との混合披を分離する場合に

は軽,卓二液分離用清浄機を流用してきたが,臭化銀やカーボン微

粒十のように,Lt■言Ⅰ形物がきわめて微粒で,しかも同形物の回収のみ

て
■
J
?
｣

第44巻 第1号

第41図 スケールコレクタ概略寸法岡

第42【勾 6DOCS･F形遠心清浄機

第43l又‡6D(〕CS F形遠心清浄機ボウル

に使用する場合にほその取り扱いが不便であった｡昭和36年度に開

発された 6DOCS-F形はボウルにくふうを加えこの欠点をなくし

た清澄 用搬であり,臭化銀分離回収用に納入し成果をあげた｡

このボウルは垂,軽二液の比重 に対する調整部分および重液通

路をはぷいた簡Fi■1な構造のもので,分離度および分離固形物の回収

率が高くかつボウルの掃除が簡単である｡このため分離が困難でL

かも貴重な固形物の分離回収用に最適である｡なおモートル,ボウ

ル回転数などの仕様ほ標準形と同様である｡




